
回復期病棟 

① 在宅復帰率及び実績指数 

 
 
・当院の回復期病棟における在宅復帰率は、2022 年度で 91.0％となっています。 
※在宅復帰率とは、病院から自宅、またはそれに準ずる施設に退院した患者様の割合です。 
 

 
 
・当院の回復期病棟における実績指数は 2022 年度で 47.2 となっており、適切な入院期間
で最大限のリハビリテーション効果を提供できるよう努めております。 
※実績指数とは、リハビリテーションを提供したことによる改善度を表す指標です。 
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② １日あたりのリハビリテーション提供単位数 

 
 
・当院の回復期病棟におけるリハビリテーション提供単位数は、2022 年度１日平均 6.2 単
位（1単位＝20 分）の個別リハビリテーションを提供しています。 
 
③ 重症者割合及び重症者改善率 

  
 
・当院の回復期病棟における重症者割合は、2022年度 46.9％となっており、積極的に重症
患者様を受けいれております。リハビリテーションによる重症者改善率は、毎年 50％以上
を保持しています。 
※重症者割合とは、食事・更衣・入浴等日常生活に必要な動作が困難な患者様の割合を示し
ています。 
※重症者改善率とは、入院時と退院時を比較し日常生活動作がどれだけ改善したのかを示
す指標です。 
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一般病棟 

① １日あたりのリハビリテーション提供単位数 

 
 
・当院の一般病棟におけるリハビリテーション提供単位数は、2021年度１日平均 2.5単位、
2022年度１日平均 2.4 単位（1単位＝20 分）の個別リハビリテーションを提供しています。 
 
② 入院患者様の疾患内訳 

 
 
・当院の一般病棟における入院患者様の内訳は、2022 年度は運動器疾患が約半数を占めて
おり、残りの半数が内科系疾患の患者様となっております。あらゆる疾患の患者様に対応で
きるスタッフの育成に日々努めております。 
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